
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（3月 15 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　先々週の土曜日、ふるさとの新庄村での餅つき
&雪遊びに参加しました。子どもたちは、めった
に降らない雪に大興奮でした。新庄村の方々の生
活や、苦労の末、姫のもちにいきついた経緯を勉
強できたことも貴重な経験となりました  。
　本物を体験するということは、大切なことだな
あとあらためて感じました。新庄村の方のお話で
特に心に残っているのは、「姫のもちでいけると
思って、みんなに姫のもちを作っていこうと言っ
たとき、本当に大丈夫か？という声もあったけど、
あのとき頑張ったから今の新庄村がある」と言わ
れていました。私が抱えている問題を考えても同
じことが言えるなあと思いました。
　伝道者の書、3章 1節から「天の下では、何事
にも定まった時期があり、全ての営みには時があ
る。戦うのに時があり、和睦するのに時がある。」
　種を蒔くのにときがあり、摘み取るのにもとき
がある。」種を蒔き続け、諦めずに人と関わること
を大事にしていきます。

エゼ39章～45章  水 42金44

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　エゼキエル書では見張り人という言葉が出てきま
す。これはエゼキエルの召された時（3：16-27) に
も書かれていました。主はエゼキエルを「イスラエ
ルの家の見張り人」として召しました。この「見張
り人」とは主の預言者の任務でした。迫って来てい
る危険を見て、警告をしなければならなりませんで
した。霊的な事柄における見張りとしてです。主の
御言葉の光の下で霊的危機を見分けていきます。そ
して警告は「悪者」に対してと、正しい人が不正を
行うようになった時にしていくものです。「正しい
人」とは罪のない人ではなく、主の契約（十字架に
よる贖いの恵みに歩む人）に忠実に歩んでいる人を
指しています。悪人とはそれに反して生きている人
のことを指しています。その悪人に対して主のさば
きが執行される前に警告を与えることが、預言者の
任務なのです。ですから 33 章 1 - 9 節においても、
再度、主がエゼキエルをイスラエルの見張り人とし
て立てられたことが語られているのです。それは 1
つの国における見張り人の役割と責任と、見張り人
の警告に耳を傾けるべき民の責任をたとえとして用
いて明らかにしているところです。ですから私たち
も頑な心を捨てて歩んでいきましょう。

通読のツボ
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「捨てる」

　猿が穴の中の餌をつかんで手が抜けなくなってい
る映像を見たことがあるでしょうか。持っているも
のを離せばいいのにって思いますよね。でもこれっ
て人間も同じですよね。私達も自分が思い込んでい
る大事な物をつかんだままま新しいものを得ようと
します。先日、残忍な少年犯罪がありました。1 人
の男の子が亡くなりました。ニュースを見た時に何
を感じたでしょうか？コメンテーターは加害者を指
さします。加害者だけが、育てた親だけが悪いので
はありません。少年は私達の価値観ゆえに亡くなっ
たのです。被害者も加害者も作ってしまったのは私
達です。どちらの心も私達も持っているはずです。
私達の中には間違った価値観がたくさんあります。
「地上のからだの諸部分、すなわち不品行、汚れ、
情欲、悪い欲、そしてむさぼりを殺してしまいなさ
い。このむさぼりが偶像礼拝なのです」（コロサイ
3：8）聖書は私達の心が神様の決断と自らの意思
に反してこれらのむさぼりに支配されていることが
悪だと言っています。神様は私達を素晴らしく造ら
れました。自分の中に正しい心とそれを選ばない二
つの心があるのは、隔ての壁があるのは、傷つき、
自分を守るが故なのです。私達は人を指差すのでは
なく、自分に目を向け、自分の実態はどうかを考え、
自分は何をすべきかを考えなければなりません。犠
牲になった命を無駄にしてはなりません。

　　１　古い自分を脱ぎ捨てる
　
　何の罪もないイエス様は十字架にかかった時に
「自分は悪くない」という権利を主張しませんでし
た。ですから十字架は権利の否定なのです。
私達は権利に生きようとします。自分の願い通りに
ならないと怒ります。聖書には上記の箇所に続いて
「怒り、憤り、悪意、そしてあなたがたの口から出
る恥ずべき言葉を捨ててしまいなさい。互いに偽り
を言ってはなりません。あなたがたは、古い人をそ
の行いといっしょに脱ぎ捨てて、新しい人を着たの
です。新しい人は、造り主のかたちに似せられてま
すます新しくされ、真の知識に至るのです。」（コロ
サイ3：8～10）と書かれています。
自分の思いやこれまでの古い価値観のまま生きてし
まったら、何も変えることができません。隣にいる
人は自分とは違う価値観を持った人なのです。相手
と思いが違ったなら、価値観が違ったなら、否定で
はなく、争うのではなく、尊重する意味があります。
古い自分を捨てなければ、古い自分は出てきてはい
けない時に出てしまうのです。今古い自分を脱ぎ捨
てましょう。共存はできない、二兎追うものは一兎
も得ることができないのです。どうなりたいか、素
直に願いましょう。

　　２　つまずきを捨てる

　誰かのせいでつまずくのではありません。誰もが
同じ物で、同じ場所でつまずくわけではありません。
つまずくことが問題なのです。「つまずきを与える
この世はわざわいだ。つまずきが起こるのは避けら
れないが、つまずきをもたらす者はわざわいだ。」（マ
タイ18：7）つまずきを与えるのは自分なのです。
つまずいたのは小さな小さな段差です。私達の足が
もう少し上がっていれば、注意していればつまずか
ないのです。人を指差して生きてはいけません。つ
まずきの石が置かれても、私達がつまずかなければ
いいのです。「もし、あなたの手か足の一つがあな
たをつまずかせるなら、それを切って捨てなさい。
片手片足でいのちに入る方が、両手両足そろってい
て永遠の火に投げ入れられるよりは、あなたにとっ
てよいことです。また、もし、あなたの一方の目が
あなたをつまずかせるなら、それをえぐり出して捨
てなさい。片目でいのちに入るほうが、両目そろっ
ていてゲヘナに投げ入れられるよりは、あなたに
とってよいことです。」（マタイ18：7）

　　３　幼子のように比較を捨てる
　
　私達は神様に用いていただくように願っていま
す。神様は私達にそれぞれ異なる役割を与えておら
れます。素晴らしく造られた子どもに比較の目を与
えるのは親である私達、大人です。神様は私達を他
の人と比較したりしません。イエス様は私達の比較
の罪のために犠牲になったことをいつも覚えていて
下さい。今、もし苦しい中にあるなら、それは自分
の中の間違った価値観を捨てるための訓練なので
す。悪魔も私達を誘惑し、感情を支配しようとしま
す。悪魔に負けてはいけません。そして自分にも負
けてはいけません。そこに第3者は必要ないのです。
　決断するのは自分なのです。

　私達は過去には傷や罪がありますが、イエス様の犠牲
を、神様の愛を知りました。神様は間違った決断をする
私達をいつも赦して下さいます。そして正しい姿に戻り
なさいと。　神様の赦しに感謝し、私達も人を赦します。
どんな問題の中にあっても神様は正しく私達を導いて下
さいます。目に見えるものによらずして目に見えないも
のを尊びましょう。形のあるものではなく、形のないも
のに意味があります。立派にできることがすばらしいの
ではありません。大切なのは心なのです。
神様はあなたが多くの人に愛を流すためにあなたを造ら
れたのです。古い自分を捨てましょう。もう繰り返さな
いと決断しましょう。

　私達は過去には傷や罪がありますが、イエス様の犠牲
を、神様の愛を知りました。神様は間違った決断をする
私達をいつも赦して下さいます。そして正しい姿に戻り
なさいと。　神様の赦しに感謝し、私達も人を赦します。
どんな問題の中にあっても神様は正しく私達を導いて下
さいます。目に見えるものによらずして目に見えないも
のを尊びましょう。形のあるものではなく、形のないも
のに意味があります。立派にできることがすばらしいの
ではありません。大切なのは心なのです。
神様はあなたが多くの人に愛を流すためにあなたを造ら
れたのです。古い自分を捨てましょう。もう繰り返さな
いと決断しましょう。

連絡事項
・本日は行司さんか新居浜福音キリスト教会に
　派遣になっています。働きのためお祈りください。
・午後 4時～滝元望師によるセミナー＆地域の
　とりなし会があります。ぜひご参加ください。


